


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
 
 
 

 
 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
  
  説明書を製品に近接して保存してめ 
  自判断だけ対処すると思わぬ故を起こ 
  しケガをするます。 
  説明書はにすぐに 
  出せるよう製品に近接して保存してくだ 
  さ。  
 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  や要領不十理解まま作業すると 
  思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告ラ 
  ベル説明書にさてる 
  要領を十に理解して行て 
  くださ。  
 
 
 警告 
 作に不に 
  運転すると思わぬ故を起こすます。 
  次は運転しくださ。 
  

□  過労病気薬物影響そ他理由に 
 よ作業に集中き。 

□  酒を飲んだ。 
□  作未熟人。 
□  妊娠してる。  

 
 
 警告 
 作業にさを作すると 
  一部に巻き込ま死亡を含む傷害を 
  まねくます。 
  次に示す作業してくださ。 
  

□  袖や裾はだぶつきもを着用する。 

 
□  ズボンや着はだぶつきもを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき首巻きタオル腰タオルは 
 し。  

 
 
 警告 
 を他人に貸す説明書にさて 
  るや要領 
  め思わぬ故を起こすます。 
  方法をよく説明し説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してくださ。  
 
 
 注意 
 や指タッメント 

 部品を付けて運転すると破 
  損や傷害故をまねくます。 
  はしくださ。 
  タッメントは指製品を使用してくだ 
  さ。部品交換するは指するも 
  を使用してくださ。  
 
 
 注意 
 始業をると破損や害故をま 
  ねくます。 
  作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。  
 
 
 警告 
 ンンを始するトラタやッ 
  プに立まま行うと緊急態へ対処 
  きず運転者はもちろん周囲にる人ケガを 
  するます。運転席に座周囲 
  を確認して行てくださ。 
 ンンを始するを 
  (中立)にして行わと接続状態に 

  てるめトラタ暴走し思わぬ故 

  を起こすます。を 

  (中立)にして行てくださ。 

 急するとトラタ前きる 
  運転者振落とさ周囲人を巻 
  き込んだ思わぬ故を起こすます。 
  周囲を確認しゆくとしてくだ 
  さ。 
 始する気ガによ中にる 
  ます。 
  窓戸を開け十に換気してくださ。  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

エンジン始動・発進する時は

始業点検の励行 
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 警告 
 作業をするめにトラタを移させる 
  トラタと作業間に人ると挟ま 
  てケガをするます。トラタと作業 
   間に人を近づけくださ。 
 注意 
 作業をトラタにするや 
   まは軟弱行うとトラタ不 
   にき出し思わぬ故を起こすます。 
   平坦盤所行てくださ。 
 作業をトラタすめをせ 
  ずに行うと作業暴走して思わぬ故を起 
  こすます。 
  すはタンドを接させめを 
  してくださ。 
 するトラタによては前く 
  縦不とて思わぬ故をま 
  ねくます。 
  トラタへフロントウイトを付けラ 
  ンをてくださ。  
 
 
 注意 
 トラタに作業をしてを走行すると 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラタに作業をして走行はし 
  くださ。  
 
 
 危険 
 移走行するトラタル 
   左右さてと片に 
   トラタ左右に振転起こ思 
   わぬ故をまねくます。 
   ほ特殊作業はルは左 
   右して使用してくださ。 
 警告 
 トラタに運転者人をせるとトラ 
   タ転落し運転作妨げにて 
   緊急態へ対処きず同者はもちろん 
   周囲人および運転者自身ケガをする 
   ます。トラタには運転者人はせ 
   くださ。 
 急急を行うと運転者振落とさ 
  周囲人を巻き込んだ思わぬ故 
  を起こすます。 
   急急はしくださ。 
 運走行く 
  カ度を出しすぎると転倒る 
  は転落故を起こすます。 
  低走行してくださ。  

 
 するによ周囲人を作業に 
  巻き込みケガをさせるます。 
  周囲人や害物と間に十間隔を保て 
  くださ。 
 してる路路 
  を走行すると転落故を起こすます。 
  路は走行しくださ。 
 低きをようとすると 
   トラタ転倒るは転しケガをする 
  ます。 
  ゆみ板を使用してくださ。 
 作業に人をせると転落しケガをす 
  るます。 
  作業には人をせくださ。  
 
 
 注意 
 過るは片をすると作 
  業転倒しケガをするます。 
  まトラタ縦不と思わぬ 
  故をまねくます。 
  指さ最量を超くださ。  
 

 
作 業 中 は 

 
 
 警告 
 作業をトラタにしみ込み 
  るは降ろし作業を行うと転倒や暴走 
  によ思わぬ故を起こすます。 
  トラタにさせて行てくださ。 
  トラタ駐車をけンンを停 
  させ副共低 
  にて行てくださ。 
 作業をする周囲に人を近づけるとに 
  巻き込まケガをするます。 
  周囲に人を近づけくださ。 
 注意 
 やまは軟弱み込み作 
  業るは降ろし作業を行うとするト 
  ラタやコンイン脱や転倒し思わ 
  ぬ故を起こすます。 
  平坦盤所行てくださ。 
 み込み作業や降ろし作業をする 
  やボディハンドル作をすると脱や 
  転落思わぬ故を起こすます。 
  および作業ボディに対しますぐに 
  移きはもう一度やおしてく 
  ださ。  

 

作業機を着脱する時は 

移動走行する時は 

作業する時は

公道走行時は作業機の装着禁止 

荷物を積載する時は 
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 警告 
 トラタるやに 
   駐車するとトラタ暴走して思わぬ故を 
  起こすます。 
  平坦し所に駐車しトラタン 
  ンをとめ駐車をけて暴走を防 
  くださ。  
 
 

作業が終わったら 

  
 
 注意 
 作業をると不や破損 
  放さ次作業にトラルを起こ 
  しケガをするます。 
  作業終わ説明書に基づきを 
  行てくださ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 注意 
 にそまま放すると 
  破損やケガをするます。 
  説明書に基づき行てくださ。 
 作業をげ状態ままにもぐ 
  を入すると不に降しケガをする 
  ます。 
  に入るは台降防をして行て 
  くださ。 
 やにゆるみや損傷ると 
  飛び出るオイルるはボディ急降 
  ケガをするます。 
  補修もしくは部品交換してくださ。 
  やをすは路力を 
  無くして行てくださ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタから離れる時は 
不調処置・点検・整備をする時

終業点検の励行 
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 着作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１． ヒッチカン     ：トラタにしけん引します。 

２． ア ユ ミ：トラタやコンインみ降ろし 

                に使用します。 

ボディにして昇降します。 

３． スタンド     ：作業をトラタはずしとき 

             に使用します。さはハンドル 

        行ます。 

４．ラッチピン：ボディをドロに固します。 

５．アジャスト：ピンし替とボルト；M20×300 

     ピン ネを行うことによ 
        収納角度をることきます。 
６．油圧   ：ボディと昇降度に使 

   シリンダ 用します。路は閉路に 

        てるトラタは必要 

        ません。 

７．ストップ ：ボディ昇降路開閉及び 

    バルブ 昇降度に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．ロックピン：ラッピンをロッします。 

※ ボディ傾斜：ボディしはめるとし 
        してみ込み 
        降ろし状態にます。 

 

 

 

 

 

※ ボディ水平：ボディ水平にはめると 
         して運状態 

                にます。 

 

 

 

 

 

２ 適応トラクタの範囲 

 
 本製品はトラタと着によ的確に性

能を揮きるように設計さてます。 
 不トラタと着によては本製品耐久

性に著しく影響を及ぼしトラタ運転作に

著し影響を及ぼすことます。 
 こ製品最量及び応トラタは次とお

す。 
  

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 

 

 



 
- 8 -

 

型   式 最大積載量 適応トラクタ 
ＴＭＴ５０１０Ｓ 
ＴＭＴ５０１０ＳＴ ５０００ｋｇ ３７ｋＷ～７３．５ｋＷ 

（５０ＰＳ～１００ＰＳ） 
 

 

 
  指さ最量を超物を運し 
 は保証対象にはませんご 
 くださ。    

 
３ ステーの組立 

 
（１） をドロにボルト固してくださ。 

 

（２） 電品コドをリングにしてくださ 
   。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
４ トラクタへの装着 

 
１．ドローバへの連結 

 

 
作業をするめにトラタを移させる 
  トラタと作業間に人ると挟まてケ 
  ガをするます。トラタと作業間に 
 人を近づけくださ。  
 
 
作業をトラタにするや 
 まは軟弱行うとトラタ不に 
 き出し思わぬ故を起こすます。 

 平坦盤所行てくださ 
するトラタによては前く 
 縦不とて思わぬ故を起こす 
 ます。トラタへフロントウイトを 
 付けランをてくださ。   
（１）トラタドロさに作業ヒッ 
   さをわせてくださ。 

  （タンドハンドルしてくださ。） 

 

（２）トラタンンを始してトラタを 

  させドロに作業ヒッカン 

  穴をわせてンンをとめ駐車 
  をけてくださ。 

 

（３）トラタ付属ヒッピンをししてくだ 
  さ。 

 

 
  ヒッピンには抜けめめリンピン 
 るはベタピンを付けてくださ。  

 

（４）タンドハンドルをしてタンド車を 
  ぱまげタンドをんくださ。 

 

（５）トラ電コネタと電源コドをトラ 
  タコネタに着してくださ。 

 

２．スタンドのたたみ方 

 

（１）タンドハンドルをして車をぱま 

  げてくださ。 

 

（２）タンドピン；１をＡ穴抜きタンド 
  を９０ﾟ転させてくださ。 

 

（３）ピンをＢ穴に挿入し抜けめにリンピンを 
  してくださ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  トラタ部は使用しません 
 はトラタ部出し口に接続し 
 くださ。  

 

３．電装の接続 

 

 
  トラタに電品線をするンン 
 をＯＦＦにし行うとショトする 
 ます。 
 ンンをＯＦＦにして行てくださ。  

 

作業機にはトラクタと連動するテールランプを装備して 

います。 

本製品の電装は１２Ｖ用が標準です。 
２４Ｖ仕様トラタと接続するときは電球を２４ 

Ｖ用に交換する必要ます。 

 5-1 電球交換に参考品番をしておます 

一般家電店お求めくださ。 

  警 告  

  取扱い上の注意 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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 電はトラタとコネタ接続します。トラタ

部電品出し口ＤＩ規格７Ｐコネタ

備さてるはそのままそのままそのままそのままトラコネ

タをトラタコネタに接続してくださ。 

 

  又作業には６Ｐコネタ（オコネタ，メ

コネタ），８Ｐコネタに対応し中間ハネを

備してます。トラタ部電品出し口

６Ｐコネタ（オコネタ，メコネタ）,８Ｐコ

ネタ備さてるは中間ハーネスを使用中間ハーネスを使用中間ハーネスを使用中間ハーネスを使用

してしてしてして接続してくださ。 

 又、トラクタによっては、トレーラの電装品を接続すると、

リレーの容量が不足し、点灯しない時があります。トラク

タのリレーの容量不足で電装品が点灯しないときは、トラ

クタ販売店にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 
【 電装コネクタメーカー別対応表 】 
 配線差し替え必要なし 配線差し替え必要 

８Ｐコネクタ 8P コネクタ（配線一覧表 ※１） 

TG233 

TG253 

TG273 

TG293 

TG313 

TG333 

   

７Ｐコネクタ（DIN 規格） 

井
関

農
機

 

TR55 

TR63 

 

T70 

T750 

T80 

T850 

T88 

T883 

T950 

T953 

T98 

T105 

T1053 

T115 

T1153 

T125 

T1253 

  

TA210 

TA230 

TA250 

TA270 

TA290 

TA295 

TA320 

TA325 

TA337 

TA340 

TA345 

TA357 

TA370 

TA375 

TA410 

TA415 

TA417 

TA435 

TA437 

TA450 

TA455 

TA467 

TA505 

TA527 

TA607 

TG21 

TG23 

TG25 

TG27 

TG29 

TG31 

TG33 

TG37 

TG43 

TG48 

TG53 

 

T5010 

T5020 

T6010 

T6020 

T625 

T7010 

T7020 

T725 

T8010 

T8020 

T825 

T885 

T9510 

T9520 

T985 

T10510 

T10520 

T1085 

  

６P オスコネクタ（配線一覧表 ※３ ） 

三
菱

 

 

 MT43 MT48        

６Ｐメスコネクタ ８P コネクタ（配線一覧表 ※２ ） 

L1-33 

L1-345 

L1-38 

L1-385 

L1-43 

L1-435 

L1-45 

L1-455 

GL-268 

GL-338 

GL-35 

GL-350 

GL-368 

GL-40 

GL-400 

GL-418 

GL-43 

GL-430 

GL-46 

GL-470 

GL-53 

GL-530 

GL-600 

  

 

8Ｐコネクタ 

ク
ボ

タ
 

L-46 

 

GL-277 

GL-337 

GL-367 

GL-417 

GL-467 

 

KL28H 

KL31H 

KL34H 

KL38H 

KL41H 

KL46H 

KL50H 

  

 

M-4830 

M-7530 

M-8030 

 

M-4950 

M-5950 

M-6950 

M-7950 

M-9550 

 

M-4970 

M-5270 

M-6970 

M-7970 

M-9570 

M-10570 

M1-46 

M1-55 

M1-60 

M1-65 

M1-75 

M1-85 

M1-100 

M1-115 

MD-77 

MD-87 

MD-97 

MD-107 

MD-117 

GM-49 

GM-56 

GM-64 

GM-73 

GM-82 

GM-90 

M-90 

M-100 

M-115 

M-125 

６Ｐオスコネクタ 

AF-250J 

AF-250JR 

AF-270J 

AF-270JR 

AF-290J 

AF-290JR 

AF-310J 

AF-330J 

AF-330JR 

AF-350J 

AF-350JR 

AF-400J 

F395 

F475 

F535 

US-32 

US-32R 

US-36 

US-36R 

US-40 

US-40R 

US-46 

US-46R 

US-50 

US-50R 

  

８Ｐコネクタ 

AF-520R 

AF-620R 

AF-720R 

PF-82 

PF-92 

   

7P コネクタ（DIN 規格） 

ヤ
ン

マ
ー

 

ジョンディア 

 

７Ｐコネクタ（DIN 規格） 

輸
入

 

ト
ラ

ク
タ

 

ニューホランド 
FIAT 
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【 配線一覧表 】 
 

中間ハーネス 
スター適要 

コ
ネ

ク
タ
 ８Ｐコネクタ ６Ｐオスコネクタ ６Ｐメス 

コネクタ 

７Ｐコネクタ 

（DIN 規格） 

燈火装置動作 

配
線
色
 

ト
ラ
ク
タ
 

ヤンマー 

ク ボ タ 

ヰ セキ 

※１ 

ヰセ キ 

※２ 

ク ボ タ 

ヤンマー ※３ 

三  菱 クボタ スター標準仕様 

方向指示左 緑 ３ ６ ４ ４ ２ １ １／Ｌ 

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ４ ３ ６／５４ 

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ ３ ５ ５／５８Ｒ 

方向指示右 白 ５ １ ７ ６ ５ ６ ４／Ｒ 

アース 黒 

端
子
番
号
 

１ ８ ２ ボディアース ボディアース ボディアース ３／３１ 

 
  トラコネタ配線は図す。お

コネタは接続方向見てます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  中間ハネ８Ｐコネタおよび６Ｐコネタ

（オ，メ）は図す。おコネタは

接続方向見てます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 配線替必要は配線一覧表に基

づき配線し替を行てくださ。 

 まトラタに部電品出し口備さ

てはトラタコネタ電気配線

必要とます。 
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 を子よく長持ちさせるめ作業前に必ず行

ましょう。 
 

１  運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 
  トラタ説明書に基づきを行てく 
 ださ。  
２． 連結部の点検 
（１）トラクタのドローバとヒッチカンの連結部点検 
① ヒッピンリンピンまはベタピンは確 
 実に挿入さてる。 
② イングドロはしと固さてる 

  る。 
  ③  不具見つは1-4-1 ドロへ

説明に基づき不具を解消してくださ。  
（２）電装コネクタの点検 
  ①  トラタ電コネタと確実に接続さて 
  る。 
  ②  電コドに余るみはま 
  度余裕る。  
３．製品本体の点検 
（１）シャ付ボルトにゆるみは。 
（２）ボルトナットに緩みは。 
  イルナット特に要部ナットに緩 
みしてくださ。 

   イルナットに不具見つは表に 
基づき正締付トルにしてくださ。   

＜ホイールナットの締付トルク＞  
型  式 ＴＭＴ5010Ｓ・5010ＳＴ 

ホイールナットサイズ Ｍ16×1.5 

 

締 付 ト ル ク 

156.8～166.6N・m 

（1600～1700kgf・cm）   
（３）系統に漏は。 
（４）各部給給脂は十。 
（５）タイヤ亀裂損傷。 
（６）タイヤとタイヤ間に石そ他物はさ 
  まて。 
（７）タイヤ深さは正。ま摩耗して 
  。 
（８）タイヤ空気は十。 
 

型   式 タイヤサイズ 空  気  圧 
TMT5010S 6.50－10－10PR 
TMT5010ST 5.00－9－8PR 

 

 
２  エンジン始動での点検 

 

１． トレーラの電装がトラクタと正しく連動するか 
  トラタウィンカ作をして 
  トラルランプ正しくする確認し 
  てくださ。  
  不箇所見つは6-1 不処一覧 
 表に基づき処してくださ。 

  トラタ系統不はトラタ販 

 売店にご相談くださ。 

３  給油箇所一覧表 
 
 図は給脂箇所を示します。表に基づき給脂してくださ。 

 

No. 給 脂 箇 所 箇  所 潤滑油の種類 交換時間 量 備    考 

1 スタンド 1 グリース 使用ごと 適 量  

2 シャジク 2 〃 〃 〃  

3 ハブ 

TMT5010S   4 

TMT5010ST  8 

〃 〃 〃  

4 ラッチピンしゅう動部 2 〃 〃 〃  

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  680kPa 
 (7.0kg／cm2) 
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１ 積み込み作業 

 
 
 
作業をトラタにしみ込み作業 
 を行うと作業転倒や暴走によ思わぬ 
 故を起こすます。 
 トラタにさせて行てくださ。 
 トラタ駐車をしとけン 
 ンを停させ副共 
 低に入て行てくださ。 
過るは片をするとに作業 
 転倒しケガをするます。 
 まトラタ縦不と思わぬ 
 故をまねくます。 
 指さ最量を超くださ。  
 
 
やまは軟弱み込み作業 
 を行うとするトラタやコンイン 
 脱や転倒し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 
み込み作業をするやボディハ 
 ンドル作をすると脱や転落思わぬ 
 故を起こすます。 
 および作業ボディに対しますぐに 
 み込みきときはもう一度やおして 
 くださ。  

 

（１）トラタンンをとめ駐車を 
  けてくださ。  
（２）トラ前方トップルを開にしてく 
  ださ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ラケットロッピンを抜てくださ。 
   しロッピンはドロに付けてお 
  てくださ。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）をげラッピンを抜てくださ。 
 
 
 
 
 
（５）フロント部を持ちげボディをさせます。 
  そもしょにさます。 
 
 
 
 
 
 
（６）トップルを作業にしてくださ 
  。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）するトラタやコンインをみ込んく 
  ださ。 
   み込みはきるだけゆくみ込ん 
  くださ。 
（８）するトラタやコンイント 
  ラ支をるとボディ水平に 
  はめしてはめます。 
 
 
 
 
 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  警 告  

  注 意 
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（９）ボディ水平にはめ一度トラタや 
  コンインを停してくださ。 
 
 
 
 
 
（10）完に水平に１０～２０㎝ドロ 
  に移し停してくださ。ンンをとめ 
  駐車をけギヤを１に入てくださ。  
（11）ラッピンボディとドロ固さて

るを確認しラッピン抜けようロッ

ピンをし抜けめにリンピンを付けて

くださ。  
（12）トップルを閉にしてくださ。  
（13）ロプフッを利用してみをしとし 
  ばボディに固してくださ。 

 

 

 

 

 

 
 
 作業ヒッは最７５０㎏に設さ 
 てます。ヒッ設最値をオ 
 しますとトラタ前ランく 
 走行不にます。 
 設値をオしくださ。 
 み込み作業にトラタイヤにめを 
 使用してるとトラボディおよび水 
 平作に不都るます。み込 
 み作業はめを使用しくださ。    

２  運搬作業 

 

 
運走行く 
 カ度を出しすぎると転倒るは転 
 落故を起こすます｡ 
 低走行してくださ。  

 
３  荷降ろし作業 

 

 
作業をトラタにし降し作業を 
 行うと作業転倒や暴走によ思わぬ 
 故を起こすます。 
 トラタにさせて行てくださ。 
  

トラタ駐車をしとけン 
 ンを停させ副共 
 低に入て行てくださ。  
 
 
やまは軟弱降ろし作業 
 を行うとするトラタやコンイン 
 脱や転倒し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 
降ろし作業をするやボディハ 
 ンドル作をすると脱や転落思わぬ 
 故を起こすます。 
 および作業ボディに対しますぐに移 
きはもう一度やおしてくださ｡  

 

（１）トラタンンをとめ駐車を 
  けてくださ。 

（２）しばロプをほてくださ。 
（３）トラ前方トップルを作業 
  にしてくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ラケットロッピンを抜てくださ。  
（５）をげラッピンを抜てくださ。

をげ状態ロッピンをラケットパイプ

にしラッピンきを固してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（６）しトラタやコンインをゆく 
  してくださ。 
 
 
 
 
  
（７）しトラタやコンイント 
  ラ台支をるとボディ 
  しさはめます。 

  取扱い上の注意 

  注 意 

  警 告  

  警 告  
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そ一度トラタを停してくださ。  
 
 
 
 
 
 
（８）につ再びしトラ 
  タやコンインをしトラ降ろし 
  てくださ。   
 
 
 
 
 
（９）トップルを開にしてくださ。  
（10）ロッピンをラケットパイプ抜てく 
  ださ。  
（11）を持ちげボディを水平にします。 
 
 
 
 
 
 
（12）ラッピンボディとドロ固さて 
  るを確認しラッピン抜けようロッ 
  ピンをし抜けめにリンピンを付けて 
  くださ。 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 
   降ろし作業にトラタイヤにめ 
 を使用してるとトラボディおよ 
 び水平作に不都るます。 
 降ろし作業はめを使用しくだ 
 さ。  

 

 

 

 

 

 

４  アユミの角度調整 

 

 み込むトラタやコンインによては 
まてるとゃまや移

きます。 
 そは角度を３０ﾟ～９０ﾟま４

階にきます。  
（１）フッをロッし状態シリン 
  を押してるボルト；Ｍ２０×３００をゆるめ   
  てくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）降しはめます所望角度 
  にャトピンを入替抜けめにべ 
  タピンをしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ラケットャトピンに 
  ガタつくるまボルト；Ｍ２０×３００ 
  を締めナット固してくださ。  
（４）ロッピン及びピンをはずしボディげ降 
  ろしをしてことを確認してくださ。 
 

５  輪止め 

 
（１）フム前にめ備さてます。  
（２）空状態トラをトラタはずし 

て格納する際はめを使用してくださ。  
（３）をんだ状態長間駐車するも同

様にめを使用してくださ。 
（４）使用は元に収納してくださ。 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 
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１ 作業後の手入れ 

 
（１）ボルトナットピン類緩み脱落。 
  又破損部品確認してくださ。 
   ばボルト増締め部品交換を 
  してくださ。  
（２）トラタ作業をはずすはタンドを 
  てて行てくださ。 
   ま電品コネタも忘ずにはずしてく 
  ださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 長期格納する時 

 
（１）各部清掃をしてさ。  
（２）摩耗し部品破損し部品は交換してくだ 
  さ。  
（３）2-3 給箇所一覧表に基づき脂を補給し 
  てさ。 
   ま電コネタ端子には市販防錆剤を 
  プして向きに保管してくださ。  
（４）塗損傷部を補修塗まはを塗布し 
  さびを防くださ。  
（５）盤平坦所に保管してくださ。 
  やむをずる所に保管するは車 
  めを使用してくださ。   
（６）格納は風し屋に保管してくださ。  
（７）やむをず屋に保管するはシトをけ 
  てくださ。

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 
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 子よく作業するめに期的に行ましょう。 
 備不による故を未然に防ぐめに

備一覧表に基づき各部備を行

を最状態して作業行るよう

にしてくださ。 
 

１ 電球の交換 

 
 ルランプ電球を交換する際はンズを

して行ます。 
 電球は推奨規格を使用してくださ。 
 電球は１２Ｖ用標準す。トラタ２４Ｖ仕様

ときは２４Ｖ用電球を使用してくださ。  
 定       格 

スタンレー 
品番（参考） 

12V用 12V 21W S25 BP4575B 
ウィンカー 24V用 24V 25W S25 BP4587M 

12V用 12V 21W/5W S25 BP4875B 尾  灯 

制 動 灯 24V用 24V 25W/10W S25 BP4887M 
 
 

２ 油圧装置の調整方法 

 
 
 
  は工出にしてます｡ 
 漏や部品交換等トラルし 
 ときはくださ 

 
（１）トップルは開にしてくださ。  
（２）ボディは水平状態ロッしてくださ。    
（３）ャトピンをはずし昇降用シリン 
  を押してるボルト；Ｍ２０×３００をぱ 
  にゆるめをげてくださ。  
（４）モ修理や部品交換を実施してくだ 
  さ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
（５）ボディ昇降用シリンドロピンを 
  はずしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）カプラャップをはずし別 
  トラタ複用カプラと接続してくださ。  
（７）トラタンンを始してくださ。  
（８）トラタを作してシリンを３ 
  ～４伸縮しを完に除去してくださ。  
（９）両方シリン伸びき状態トップ 
  ルを閉にしてくださ。  
（10）トラタを作して前シリン 
  を完に縮めてくださ。  
（11）トラタンンをとめをカプ 
  ラはずしカプラャップをはめてくださ。  
（12）トップルを開にしてくださ。  
（13）(5) はずしシリンを付けてくだ 
  さ。  
（14）ャトピンを付けラケットピンに 
  ガタつくるまボルト；Ｍ 
  ２０×３００をしめナット固してくださ。 
  ２０×３００を締めナット固してくださ。  
（15）をげフッをはずしボディげ 
  降ろしをして確認してくださ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  取扱い上の注意 
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３ 点検整備一覧表 

 
 

    間    目 処     
新品使用1間 ボルトナットゆるみ 増し締め 

作業前 
作業 

① 清掃 
② 系統も 
③ タイヤ空気 
④ ボルトナットピン類ゆるみ脱落 
⑤ 各部給脂 

 
部はシル補修 
６８０ｋＰａ（７．０kg／cm２

） 
増し締め部品補給 
2-3 給箇所一覧表に基づき給脂 

シズン終了 
① 破損部 
② 各部清掃 
③ 塗損傷部 
④ 支ピン等摩耗 

補修 
 
塗まは塗布 
部品交換 

 
 

 
 
 
 ンンをとめて処してくださ。 
 
 
する不にトラタき出し 
 思わぬ故を起こすます。 
 ンンをとめ駐車をけて行 
 てくださ。  
 

 
 
 
 トラルし6-1 不処一覧表に基

づき処してくださ。 

 子ときは表を参考にしンン

をとめ駐車をけて処してくださ。 

 
 

 
 

１ 不調処置一覧表 

 
 

症    状 原     因 処      置 

走行中ハンドルをる 
ふつく 

片にてる 
タイヤパン 
シャハボルトゆるみ 
しば方不十 
タイヤ空気低 

左右等にるようみしをする 
パン修理する 
2-1-3 製品本に基づき増し締めする 

しばおす 
空気をげる 

ボディ昇降ピド 
御き 

トップル不 
系統にモる 

部品交換 
修理 

   
 子とき6-1 不処一覧表に基

づき処してもお不具るときは

を明確にしてお買げだ販売店農

協お近く支店まご絡くださ。 

＜連絡していただきたい内容＞  
 ●型式名と製番号 
 ●ご使用状況は？ 
 （ん作業をしてときに） 
 ●く使用さまし？ 
 （約□□間使用） 
 ●不具しとき状況をきるだけ詳し 
  くお教くださ。 

 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 



 




